
ため池の利活用の明確化について
ため池の安全対策事例集 平成２５年農林水産省農村振興局防災課資料より

• 安全対策の検討を行う上で、部外者の立ち入りを遮断することが最も効果的ではありますが、
ため池がもつ多面的機能を発揮するためには、地域において景観、親水などの多目的に利活
用することは、ため池の保全にも繋がります。

• このため、安全対策を検討する際は、当該ため池の利活用状況を把握したうえで、今後どの区
域をどのように利活用するのかを地域住民や利用者とともに明確化し、安全対策を検討するこ
とが、効果的かつ効率的な対策を図るうえで重要となります。

• ため池の施設管理者、所有者、公園管理者が異なる際には、この管理区分を明確にすることも
重要となります。
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施設の整備は、管理・所有者の責任
ため池の安全対策事例集 平成２５年農林水産省農村振興局防災課資料より

• ため池の周辺においては、都市化や混住化が進んでいるところも多く存在し、ため池における事故の

危険性が増しています。

• このような状況のなか、管理者における安全管理に対する意識の高揚、周辺地域との連携などが重

要な課題となってきています。

• 管理者として、事故の未然防止に最善の努力を払っていても、事故を防ぐことは困難な面もあり、施

設の事故に対する損害保険をかけている管理者等の多くなってきています。

• また、事故が発生した場合、管理者等を相手として損害賠償が提訴される事例もあり、このような場

合、管理者として、適法・適切かつ迅速な対応が求められ、相当の負担となっているのが実状です。

• 安全施設の整備は、管理・所有者の責任であるとともに、周辺住民の利用や管理者の施設管理にお

いて、安全を確保し生命を守る非常に重要な施設であることを再認識して頂き、今後のため池の利

活用を明確にしたうえで、本資料を参考に必要な安全対策を講じて頂けますようお願いします。
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長沢池水利組合から鋳銭司自治会へのお願い
１．松島・弁天様の土地の所有者の確定

・土地の所有者は、今宿区自治会である、当自治会は権利なき団体であるため、
明治後期の地区世話人２名に登記上の名義を委任してる形態と思われる。
・管理者は、 ・道の上/東 世話人（道の上自治会）

・道の上/中 世話人（ 同上 ）
・道の上/西 世話人（ 同上 ）
・河原 世話人（河原自治会） ６名であり、会長は互選している
・今宿東 世話人（今宿東自治会）
・今宿西 世話人（今宿西自治会）

・現在、法律上の所有者は他界され不在の状態である。

この機会に、鋳銭司自治会が、単位自治会を指導して、今宿区自治会を認可地縁団体化して、
その所有地として確立させていただきたい。
・松島は長沢池に浮かぶ島、パーク構想を発展させるために、黒山八幡宮、単位自治会住民の協力。
・長沢池と松島との境界の施設維持の安全管理面の責任体制の確立。
は不可欠である。
・長沢池を囲む周辺の土地で所有者が曖昧なのは松島だけである、解決していただきたい。
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長沢池水利組合から鋳銭司自治会へのお願い
２．長沢池をNPO法人鋳銭司自治会への譲渡も可能、貴所有地としての活用して頂きたい

• 記録では旧水利組合の活動は昭和九年以降現存している、地域の皆さんの財産である長沢池の保全管
理を続けていることがわかる。

• 昭和５０年、国から旧水利組合が譲り受けた、旧水利組合は権利なき団体であったため受益農家１０３名
が組合から所有を委任されて登記がなされていた。

• 池の樋門管理及び用水路の維持管理には多額の費用が必要の爲、水上ゴルフに湖面を賃貸していて、
景観を害していることはご理解いただきたい。

• 平成１９年、水利組合を一般社団法人化して長沢池を保存登記して現在に至る。

• ここ数年、近隣農家、稲作農業の存続自体が危惧されていて、

長沢池の農業用ため池としての役割は終焉を迎えている状態

長沢パーク構想では、長沢池を含めて周辺一帯をＮＰＯ法人鋳銭司自治会の所有として一元管理すれば、

農林省資料に記述のあるとおり、所有者と管理者が一元化され更なる発展が望める。

個人的な見解が多分ですが、いかがなものでしょうか、よろしくご検討をおねがいします。
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・長沢パーク構想の表現
当池は過去も現在も農業用ため池であること、現在は当法人が所有・管理している私有の土地です。
誤解を招く恐れがあるので、長沢池を連想させる長沢パークの表現はいかがなものか？

・ 周辺土地所有者・管理者との合意形成
近隣の施設での不協和音を耳にする、安全対策、管理体制、所有者との合意形成の為には
山口市当局、黒山八幡宮、近隣自治会、特に松島の開発行為であれば、神社、今宿区自治会、
当法人との事前の書面での合意形成が必須である。

・ 公園開発となると、近隣の病院、神社、福祉施設、学園関係者との利用の方法なども事前に協議
しておいたほうが良いかとも思える。

・ 長沢池は過去も現在も農家の人の多大な勤労奉仕と費用を費やし、所有管理している民有地であって私有の公園ではない、
ある時から事前の合意なしに、連合自治会から公園呼ばわりされ、対応に苦慮し、協力する気を削がれていたとの関係者の声をも聴く。

・ 連合自治会もいわゆる権利なき団体であって、契約書・合意書などの主体者とは認められない存在。地域作りを主体性を持って実行するためには
連合自治会をＮＰＯ法人化して設立していくことが重要と思える。
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長沢池水利組合から鋳銭司自治会へのお願い
３．気付き事項



境界責任
施設安全管理面

所有兼管理者
長沢池水利組合

所有兼管理者
今宿区自治会

欄干橋
法定外公共物

梅林
黒山八幡宮 周辺道路

山口市道
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大村神社周辺
黒山八幡宮

松島と梅林の連絡橋

仮設の橋で水路が潰れかかって
いる！補修は誰がするのか？

悩む
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法定外公用物の道路
路肩の石の管理

松島の岸壁、施工の経緯

市道の路肩、落ちれば上が
れない。安全柵は誰が施工
するのか？

松島の岸壁、維持管理



人が少ないうちは良いが・・・・
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今宿に居住す
る住民が建立、

との記述があ
る。

これからも地元今宿地
区民、長沢池関係者
の人々を中心とする
鋳銭司地区民は弁天
様を大切に守り、東条
九郎衛門偉業とともに
これからも後世に伝承
していかねばならない。
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鋳銭司字松島
鋳銭司/山１４０８

4958㎡

鋳銭司字長沢
鋳銭司/耕２２７９

1295㎡

松島と弁天様と長沢池

法定外共用物

長沢池

長沢池

明治４２年の神社合祀制度の波及で
厳島神社が黒山八幡宮へ統合された。
松崎正雄氏の論文にあるように、

明治４５年今宿区集落が、地区世話人
に登記名義人を委任したものと推察す
る。その後地域住民による維持管理続
けられている。登記更新はせずに現在
に至った。


